
は
じ
め
に

　

ア
ル
メ
ニ
ア
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
す
れ
ば
、
避
け
て
通
れ
な
い
言
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
緩
衝
地
帯
」「
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
」「
交
易
の
民
」
だ
。

　

ア
ル
メ
ニ
ア
と
い
う
民
族
と
社
会
は
、
大
国
の
干
渉
・
侵
略
、
離
散
と
い
う
絶
え
間
な
い
政
治
変
動
に
翻
弄

さ
れ
て
き
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
歴
史
家
ブ
ル
ヌ
テ
ィ
ア
ン
の
ア
ル
メ
ニ
ア
民
族
の
通
史
は
そ
う
し
た
史
実
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
描
い
て
い
る
。
同
書
は
邦
訳
に
し
て
本
文
四
五
〇
頁
、
巻
末
年
表
三
〇
頁
の
大
著
で
あ
る＊

＊

。

　

有
史
以
来
の
二
〇
〇
〇
年
以
上
の
間
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
置
か
れ
て
い
た
立
ち
位
置
は
、
次
々
と
勃
興
す
る
帝

国
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
と
パ
ル
テ
ィ
ア
、
サ
サ
ン
朝
と
ビ
ザ
ン
ツ
、
ビ
ザ
ン
ツ
と
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
、

神
聖
ロ
ー
マ
と
イ
ル
・
ハ
ン
国
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア

と
西
欧
列
強
諸
国
…
…
。
ア
ル
メ
ニ
ア
は
こ
れ
ら
の
大
国
が
引
き
起
こ
す
緊
張
と
対
立
と
紛
争
の
緩
衝
地
帯
と

な
り
、
そ
の
均
衡
が
破
れ
る
や
侵
略
を
受
け
、
侵
略
の
挙
句
に
離
散
や
虐
殺
と
い
う
運
命
に
追
い
込
ま
れ
た
。

そ
の
こ
と
が
同
書
の
「
年
表
」
に
は
淡
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
紀
元
前
四
〇
〇
〜
三
〇
〇
年
の
間
に
は
、「
自

治
」「
独
立
」
を
果
た
し
、
紀
元
前
八
〇
年
頃
に
は
最
大
版
図
を
得
る
が
、
数
世
紀
も
持
続
す
る
こ
と
は
な
く

短
命
に
終
わ
っ
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
が
実
質
的
な
独
立
を
果
た
し
た
の
は
一
九
九
一
年
、
わ
ず
か
三
〇
年
前
の
こ

と
で
あ
る
。

　

ア
ル
メ
ニ
ア
に
つ
い
て
の
重
要
な
言
説
は
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
だ
。
こ
の
用
語
自
体
は
二
〇
世
紀
半
ば
か
ら

使
わ
れ
始
め
た
の
だ
が＊

＊

、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
実
態
は
紀
元
前
後
か
ら
発
生
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
以
降
に
限
っ

て
も
、
少
な
く
と
も
三
度
、
一
八
九
五
〜
一
八
九
六
年
、
一
九
〇
九
年
、
一
九
一
五
〜
一
九
二
二
年
に
民
族
の

虐
殺
が
発
生
し
て
い
る
が
、
今
も
な
お
実
態
の
解
明
は
不
十
分
で
あ
る＊

＊

。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
は
集
団
虐
殺
に
限
ら
な
い
。
ラ
イ
フ
・
ベ
ー
ス
、
つ
ま
り
食
料
・
水
・
住
居
の
イ
ン
フ
ラ

を
は
じ
め
、
移
動
、
定
住
、
家
族
、
職
業
、
信
仰
…
…
人
び
と
が
生
存
の
基
盤
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
自
由
を
絶
た

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
歴
史
的
な
悲
劇
は
ア
ル
メ
ニ
ア
だ
け
で
は
な
く
二
一
世
紀
の
今
日
も
な
お
、
世

界
の
あ
ち
こ
ち
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
惨
状
た
る
や
、
地
域
や
民
族
を
問
わ
ず
、
新
た
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
の
時
代
で
は
な
い
か
と
思
わ
さ
れ
る
。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
か
ら
逃
れ
る
手
段
の
一
つ
は
民
族
の
分
散
逃
避
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
難
民
と
な
り
離
散
（
デ

ィ
ア
ス
ポ
ラ
）
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
。
正
確
に
言
え
ば
、
離
散
は
結
果
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
前
後
に
「
い

か
に
生
き
抜
こ
う
と
し
て
い
る
か
」
と
い
う
意
思
と
、「
ど
う
生
き
抜
い
て
き
た
か
」
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
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本
書
の
主
た
る
関
心
は
、
干
渉
や
侵
略
や
虐
殺
と
い
う
政
治
・
社
会
状
況
の
直
接
的
な
実
態
の
解
明
で
は
な
い
。

ア
ル
メ
ニ
ア
の
人
び
と
が
「
い
か
に
生
き
抜
こ
う
と
し
、
生
き
抜
い
て
き
た
か
」
と
い
う
営
為
を
、「
ア
ジ
ア

へ
の
離
散
と
交
易
」
と
い
う
史
実
の
視
点
か
ら
描
く
こ
と
に
あ
る
。

　

当
然
の
こ
と
だ
が
、
離
散
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
実
態
を
網
羅
的
に
紹
介
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

本
書
は
、
筆
者
が
ア
ジ
ア
各
地
で
出
会
っ
た
人
び
と
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
遺
跡
、
関

係
史
料
に
も
と
づ
く
現
場
確
認
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
の
一
端
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
、
筆
者
は
ベ
ン
ガ
ル
湾
沿
岸
域
の
イ
ン
ド
の
コ
ル
カ
タ
（
旧
カ
ル
カ
ッ
タ
）
を
中
心
に
、

チ
ェ
ン
ナ
イ
（
旧
マ
ド
ラ
ス
）、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
カ
（
旧
ダ
ッ
カ
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
旧
ビ
ル
マ
）
の
ヤ
ン
ゴ

ン
（
旧
ラ
ン
グ
ー
ン
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ラ
ッ
カ
、
ペ
ナ
ン
な
ど
の
港
町
で
ア
ル
メ
ニ
ア
商

人
に
つ
い
て
の
史
料
収
集
と
墓
碑
調
査
を
行
っ
て
き
た＊

＊

。
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
史
料
も
情
報
も
少
な
く
、
あ
っ
て
も
断
片
的
で
、
在
留
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
関
係
者
も
な
か

な
か
現
れ
ず
、
調
査
は
困
難
を
極
め
た
。

　

し
か
し
、
調
査
を
進
め
て
ゆ
く
中
で
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
数
少
な
い
ア
ル
メ
ニ
ア
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
香ホ

ン

港コ
ン

で
事
業
を
興
し
、
ア
ジ
ア
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
救
済
者
と
し
て
敬
わ
れ
、
後
に
は
ア

ル
メ
ニ
ア
人
と
し
て
初
め
て
「
サ
ー
」
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
実
業
家
ポ
ー
ル
・
チ
ャ
タ
ー
や
、
一
八
六
〇
年

代
か
ら
海
運
、
海
上
保
険
、
炭
鉱
業
な
ど
手
広
く
事
業
を
営
ん
で
い
た
ア
プ
カ
ー
一
族
な
ど
が
、
旧
カ
ル
カ
ッ

タ
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
断
片
的
な
が
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　

か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
領
で
あ
っ
た
旧
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
「
拠よ

り
所ど

こ
ろ」

で
あ
っ
た
。
現
地
の
イ
ン
ド
人
は
ほ
と
ん
ど
気
付
か
な
い
の
だ
が
、
今
も
な
お
同
市
の

下
町
、
安
宿
が
軒
を
連
ね
て
い
る
サ
ダ
ル
通
り
近
く
に
は
、
入
り
口
に
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
」
と
大

書
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
が
あ
る
。
周
囲
は
高
い
塀
で
囲
ま
れ
、
ゲ
ー
ト
で
は
複
数
の
警
備
員
に
よ
る
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
が
行
わ
れ
て
い
て
、
外
部
か
ら
の
訪
問
者
を
よ
せ
付
け
な
い
。
筆
者
は
幾
度
と
な
く
こ
の
施
設
に
通
い
、
電

話
を
か
け
、
訪
問
の
趣
旨
を
伝
え
、
一
週
間
後
に
よ
う
や
く
扉
が
開
い
た
。
中
は
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ

う
か
、
幾
棟
か
の
建
屋
と
運
動
場
が
あ
り
、
一
〇
〇
人
ほ
ど
の
若
い
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
男
女
が
生
き
生
き
と
生

活
し
て
い
た
。

　

数
回
の
訪
問
の
後
、
や
っ
と
の
こ
と
で
そ
の
責
任
者
で
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
ソ
ー
ニ
ア
女
史
の
信
頼
を
得

て
、
彼
女
の
紹
介
で
コ
ル
カ
タ
市
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
施
設
や
教
会
や
墓
地
、
さ
ら
に
は
同
市
北
部
の
チ
ン
ス

ラ
ー
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
カ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
と
管
理
人
を
次
々
と
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
ば
ら
く
通
う
う
ち
に
、
コ
ル
カ
タ
の
南
・
北
の
郊
外
に
も
高
い
塀
に
囲
ま
れ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
関
係
施

設
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
ら
の
区
画
内
に
は
管
理
事
務
所
の
ほ
か
に
、
生
活
施
設
や
学
校
、
養
護
院
、

教
会
、
墓
地
な
ど
も
併
設
さ
れ
て
い
て
、
老
人
や
壮
年
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
と
も
に
生
活
し
て
い
る
施
設
も
あ
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略
や
虐
殺
と
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う
政
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・
社
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状
況
の
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接
的
な
実
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の
解
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で
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い
。

ア
ル
メ
ニ
ア
の
人
び
と
が
「
い
か
に
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き
抜
こ
う
と
し
、
生
き
抜
い
て
き
た
か
」
と
い
う
営
為
を
、「
ア
ジ
ア
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の
離
散
と
交
易
」
と
い
う
史
実
の
視
点
か
ら
描
く
こ
と
に
あ
る
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当
然
の
こ
と
だ
が
、
離
散
ア
ル
メ
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ア
人
の
実
態
を
網
羅
的
に
紹
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す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

本
書
は
、
筆
者
が
ア
ジ
ア
各
地
で
出
会
っ
た
人
び
と
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
遺
跡
、
関

係
史
料
に
も
と
づ
く
現
場
確
認
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
の
一
端
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
、
筆
者
は
ベ
ン
ガ
ル
湾
沿
岸
域
の
イ
ン
ド
の
コ
ル
カ
タ
（
旧
カ
ル
カ
ッ
タ
）
を
中
心
に
、

チ
ェ
ン
ナ
イ
（
旧
マ
ド
ラ
ス
）、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
カ
（
旧
ダ
ッ
カ
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
旧
ビ
ル
マ
）
の
ヤ
ン
ゴ

ン
（
旧
ラ
ン
グ
ー
ン
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ラ
ッ
カ
、
ペ
ナ
ン
な
ど
の
港
町
で
ア
ル
メ
ニ
ア
商

人
に
つ
い
て
の
史
料
収
集
と
墓
碑
調
査
を
行
っ
て
き
た＊

＊

。
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
史
料
も
情
報
も
少
な
く
、
あ
っ
て
も
断
片
的
で
、
在
留
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
関
係
者
も
な
か

な
か
現
れ
ず
、
調
査
は
困
難
を
極
め
た
。

　

し
か
し
、
調
査
を
進
め
て
ゆ
く
中
で
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
数
少
な
い
ア
ル
メ
ニ
ア
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
香ホ

ン

港コ
ン

で
事
業
を
興
し
、
ア
ジ
ア
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
救
済
者
と
し
て
敬
わ
れ
、
後
に
は
ア

ル
メ
ニ
ア
人
と
し
て
初
め
て
「
サ
ー
」
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
実
業
家
ポ
ー
ル
・
チ
ャ
タ
ー
や
、
一
八
六
〇
年

代
か
ら
海
運
、
海
上
保
険
、
炭
鉱
業
な
ど
手
広
く
事
業
を
営
ん
で
い
た
ア
プ
カ
ー
一
族
な
ど
が
、
旧
カ
ル
カ
ッ

タ
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
断
片
的
な
が
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　

か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
領
で
あ
っ
た
旧
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
「
拠よ

り
所ど

こ
ろ」

で
あ
っ
た
。
現
地
の
イ
ン
ド
人
は
ほ
と
ん
ど
気
付
か
な
い
の
だ
が
、
今
も
な
お
同
市
の

下
町
、
安
宿
が
軒
を
連
ね
て
い
る
サ
ダ
ル
通
り
近
く
に
は
、
入
り
口
に
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
」
と
大

書
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
が
あ
る
。
周
囲
は
高
い
塀
で
囲
ま
れ
、
ゲ
ー
ト
で
は
複
数
の
警
備
員
に
よ
る
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
が
行
わ
れ
て
い
て
、
外
部
か
ら
の
訪
問
者
を
よ
せ
付
け
な
い
。
筆
者
は
幾
度
と
な
く
こ
の
施
設
に
通
い
、
電

話
を
か
け
、
訪
問
の
趣
旨
を
伝
え
、
一
週
間
後
に
よ
う
や
く
扉
が
開
い
た
。
中
は
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ

う
か
、
幾
棟
か
の
建
屋
と
運
動
場
が
あ
り
、
一
〇
〇
人
ほ
ど
の
若
い
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
男
女
が
生
き
生
き
と
生

活
し
て
い
た
。

　

数
回
の
訪
問
の
後
、
や
っ
と
の
こ
と
で
そ
の
責
任
者
で
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
ソ
ー
ニ
ア
女
史
の
信
頼
を
得

て
、
彼
女
の
紹
介
で
コ
ル
カ
タ
市
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
施
設
や
教
会
や
墓
地
、
さ
ら
に
は
同
市
北
部
の
チ
ン
ス

ラ
ー
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
カ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
と
管
理
人
を
次
々
と
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
ば
ら
く
通
う
う
ち
に
、
コ
ル
カ
タ
の
南
・
北
の
郊
外
に
も
高
い
塀
に
囲
ま
れ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
関
係
施

設
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
ら
の
区
画
内
に
は
管
理
事
務
所
の
ほ
か
に
、
生
活
施
設
や
学
校
、
養
護
院
、

教
会
、
墓
地
な
ど
も
併
設
さ
れ
て
い
て
、
老
人
や
壮
年
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
と
も
に
生
活
し
て
い
る
施
設
も
あ
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っ
た
。
こ
こ
に
は
、
周
囲
の
イ
ン
ド
世
界
と
は
全
く
隔
絶
し
た
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
・
ア
ジ
ー
ル
」
と
も
い
え
る

空
気
が
充
満
し
て
お
り
、
南
ア
ジ
ア
在
住
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
安
息
の
場
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

帰
国
後
、
筆
者
は
ア
ル
メ
ニ
ア
友
好
団
体
の
関
係
者
や
居
留
地
研
究
者
の
案
内
で
、
横
浜
山
手
外
国
人
墓
地

や
神
戸
市
立
外
国
人
墓
地
に
は
ア
プ
カ
ー
や
ほ
か
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
墓
碑
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

幕
末
・
維
新
期
の
当
初
に
、
旧
居
留
地
に
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
が
到
来
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
改
め

て
函
館
、
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
の
旧
居
留
地
や
外
国
人
墓
地
、
彼
ら
が
商
会
を
置
い
た
大
阪
や
門も

司じ

の
市
内
、

居
留
地
外
国
人
の
保
養
施
設
が
あ
っ
た
神
戸
、
そ
の
西
郊
の
舞
子
、
塩
屋
、
北
郊
の
有
馬
な
ど
旧
跡
を
訪
ね
回

り
、
史
料
を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
当
た
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
函
館
の
居
留
地
関
係
史
料
に
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ら
し
い
人
名
も
墓
碑
も
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
だ
が
、
ほ
か
の
居
留
地
で
は
商
会
や
海
運
会
社
、
ホ
テ
ル
な
ど
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
関
係
の
史
料
が

次
々
と
現
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
い
う
国
名
や
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
い
う
民
族
名
は
、
我
々
日
本
人
の
認
識
か
ら
は

遠
く
、
深
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
で
活
躍
し
て
い
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
、
南
シ

ナ
海
、
東
シ
ナ
海
を
経
て
、
や
が
て
中
国
や
日
本
に
ま
で
や
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
も
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

　

近
世
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
は
「
陸
の
巡
回
商
人
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
そ
う

し
た
史
実
は
第
１
章
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
海
外
の
研
究
で
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
近
代
に
な
る
と
彼
ら
が
「
海
の
商
人
」
に
変
貌
し
、
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
を
経
て
東
ア
ジ
ア
に
ま
で
到

来
し
た
と
い
う
史
実
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
で
は
「
陸
の
巡
回
商
人
」
が
「
海
の
商

人
」
に
転
身
し
た
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
の
関
心
は
近
代
の
国
際
交
易
史
に
は
な
い
。
小
民
族
で
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
移
動
に
関
わ
る
動
機
や

背
景
、
海
域
で
の
交
易
活
動
や
彼
ら
の
交
易
圏
の
広
が
り
、
そ
し
て
、
彼
ら
を
結
び
つ
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、

彼
ら
の
拠ア

イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
ー

り
所
、
そ
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
海
商
と
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
強
大
な
海
洋
帝
国
と
の
関
わ
り

が
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。

　　

本
書
に
お
け
る
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
の
交
易
の
主
な
舞
台
は
、
近
代
に
お
け
る
ベ
ン
ガ
ル
湾
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
、
日
本
に
至
る
海
域
世
界
で
あ
る
。
彼
ら
の
活
動
は
実
は
香
港
や
上シ

ヤ
ン
ハ
イ海

、
厦ア

モ
イ門

な
ど
の
中
国
各
地
、
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
な
ど
に
も
及
ん
で
い
た
。
そ
の
こ
と
は
「
チ
ャ
イ
ナ
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
」
や
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
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っ
た
。
こ
こ
に
は
、
周
囲
の
イ
ン
ド
世
界
と
は
全
く
隔
絶
し
た
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
・
ア
ジ
ー
ル
」
と
も
い
え
る

空
気
が
充
満
し
て
お
り
、
南
ア
ジ
ア
在
住
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
安
息
の
場
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

帰
国
後
、
筆
者
は
ア
ル
メ
ニ
ア
友
好
団
体
の
関
係
者
や
居
留
地
研
究
者
の
案
内
で
、
横
浜
山
手
外
国
人
墓
地

や
神
戸
市
立
外
国
人
墓
地
に
は
ア
プ
カ
ー
や
ほ
か
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
墓
碑
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

幕
末
・
維
新
期
の
当
初
に
、
旧
居
留
地
に
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
が
到
来
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
改
め

て
函
館
、
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
の
旧
居
留
地
や
外
国
人
墓
地
、
彼
ら
が
商
会
を
置
い
た
大
阪
や
門も

司じ

の
市
内
、

居
留
地
外
国
人
の
保
養
施
設
が
あ
っ
た
神
戸
、
そ
の
西
郊
の
舞
子
、
塩
屋
、
北
郊
の
有
馬
な
ど
旧
跡
を
訪
ね
回

り
、
史
料
を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
当
た
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
函
館
の
居
留
地
関
係
史
料
に
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ら
し
い
人
名
も
墓
碑
も
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
だ
が
、
ほ
か
の
居
留
地
で
は
商
会
や
海
運
会
社
、
ホ
テ
ル
な
ど
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
関
係
の
史
料
が

次
々
と
現
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
い
う
国
名
や
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
い
う
民
族
名
は
、
我
々
日
本
人
の
認
識
か
ら
は

遠
く
、
深
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
で
活
躍
し
て
い
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
、
南
シ

ナ
海
、
東
シ
ナ
海
を
経
て
、
や
が
て
中
国
や
日
本
に
ま
で
や
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
も
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

　

近
世
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
は
「
陸
の
巡
回
商
人
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
そ
う

し
た
史
実
は
第
１
章
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
海
外
の
研
究
で
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
近
代
に
な
る
と
彼
ら
が
「
海
の
商
人
」
に
変
貌
し
、
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
を
経
て
東
ア
ジ
ア
に
ま
で
到

来
し
た
と
い
う
史
実
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
で
は
「
陸
の
巡
回
商
人
」
が
「
海
の
商

人
」
に
転
身
し
た
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
の
関
心
は
近
代
の
国
際
交
易
史
に
は
な
い
。
小
民
族
で
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
移
動
に
関
わ
る
動
機
や

背
景
、
海
域
で
の
交
易
活
動
や
彼
ら
の
交
易
圏
の
広
が
り
、
そ
し
て
、
彼
ら
を
結
び
つ
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、

彼
ら
の
拠ア

イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
ー

り
所
、
そ
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
海
商
と
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
強
大
な
海
洋
帝
国
と
の
関
わ
り

が
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。

　　

本
書
に
お
け
る
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
の
交
易
の
主
な
舞
台
は
、
近
代
に
お
け
る
ベ
ン
ガ
ル
湾
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
、
日
本
に
至
る
海
域
世
界
で
あ
る
。
彼
ら
の
活
動
は
実
は
香
港
や
上シ

ヤ
ン
ハ
イ海

、
厦ア

モ
イ門

な
ど
の
中
国
各
地
、
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
な
ど
に
も
及
ん
で
い
た
。
そ
の
こ
と
は
「
チ
ャ
イ
ナ
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
」
や
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
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ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
」
な
ど
の
記
事
か
ら
断
片
的
に
う
か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
の
史

料
収
集
や
現
地
調
査
の
機
会
が
な
か
な
か
得
ら
れ
ず
、
し
か
も
政
情
の
変
動
な
ど
で
こ
こ
十
数
年
の
間
、
調
査

の
め
ど
は
立
た
ず
、
つ
い
に
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
中
国
に
お
け
る
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
な
の
だ
が
、
史
実
検
証
を
今
後
の
研
究
に
俟ま

た
ざ
る
を
得
な
い
。

　　

近
代
ア
ジ
ア
、
特
に
南
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
一
帯
の
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
一
般
書
は

も
ち
ろ
ん
国
内
外
の
専
門
研
究
で
さ
え
も
多
く
は
な
い
。
本
書
は
い
わ
ば
そ
の
端
緒
、
出
発
点
で
あ
る
。
ア
ル

メ
ニ
ア
人
に
よ
る
最
新
の
研
究
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
本
書
の
内
容
に
関
連
す
る
一
般
向
け
の
邦
語
文
献
や
翻
訳

書
も
で
き
る
だ
け
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
れ
で
も
史
料
の
欠
如
や
論
証
の
不
十
分
な
点
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
筆
者
の
責
任
で
あ
る
。

今
後
の
研
究
の
深
ま
り
の
中
で
補
足
修
訂
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
本
書
で
は
次
の
点
に
留
意
し
た
。

１　

歴
史
的
用
語
や
人
名
・
事
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